
全国学力・学習状況調査　　　　　　 　　下山田小学校

１　調査目的等

２　.学校における学力向上に向けての取組

３　調査結果(全国の平均正答数を１００としたときの標準化得点）

嘉麻市

•義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況
を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。
•そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。
•学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

□毎月１回の授業評価アンケート（児童）、授業チェックリスト（教師）の活用
□「書く活動ポイント９」を活用するための研修の実施及び共通理解、共通実践
□算数科におけるA・B層が解きごたえのある「チャレンジ問題」の位置付け
□誰一人取り残さないようにするための習熟度別指導などの単元構成の工夫
□単元テスト通過率の短いスパンでの見取り（トリプル８０）をとおした授業改善
□「未来への一歩」の取組、漢字検定・算数検定の取組の実施
□家庭学習における個に応じたAIドリル等の活用（言葉に関する事項）
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４　各学校における分析

５　各学校における今後の取組

６　嘉麻市教育委員会としての今後の取組

【国語】学力四分位層の割合：A層４４．５％、B層２２．２％、C層１６．７％、D層１６．８％
□授業において、条件に合わせて考えを書くことを意識して取り組んできたことによって、書く内容
を中心を明確にした文章構成の工夫と、自分の考えが伝わるような書き表し方について理解する
力がついてきた。しかし、実際に記述をする問題では、C層・Ｄ層の児童を中心に、目的や意図に
応じて自分の考えを書いたり、文章や図表から必要な情報を見付けたり、関係付けたりする力に
課題が見られた。
【算数】学力四分位層の割合：A層３９．０％、B層１１．１％、C層３３．４％、D層１６．７％
□授業において、チャレンジ問題に取り組んだり、条件付記述式問題の練習に取り組んだりして
きたことによって、「数と計算」、「測定」、「変化と関係」、「データの活用」の領域の平均正答率が、
全国平均よりも高かった。しかし、A・B層とC・D層の割合が同等となっており、二極化が見られ
た。特に、C・D層の児童は、式や言葉を用いた数量や図形の面積の求め方について書く力に課
題が見られた。

□上記の「２　.学校における学力向上に向けての取組」については、継続して行っていくとともに、
「４.各学校における分析」を受け、これから重点的に取り組む内容を３点に絞り、学校で組織的・
継続的に行っていく。
（１）国語科及び算数科の授業において、「わけ（根拠）」や「学習の振り返り」をノートに書かせた
り、発表させたりする場面の設定（1日１時間以上）※書く活動point9の活用等
（２）算数科の授業において、「誰一人取り残さない授業の取組（習熟度別学習、単元途中の形成
的評価と総括的評価）」の設定※週案への「クリア問題」の記入
（３）主体的に学習に取り組む態度の向上のために、子どもたちが単元の途中又は終末段階にお
いて、習熟度に応じて自ら課題を設定し、解決方法等の自己選択を行う場面の設定
※タブレットドリルの活用等

○子どもが進んで問題解決を図る授業づくりを推進することで、主体的に取り組む態度とともに、
思考力・判断力・表現力の育成を図る。
○小・中・義務教育学校とも、単元テストをもとに短いスパンで評価することを通して、一人一人の
学習の定着状況を見とるとともに、個に応じた授業づくりを推進し、C・D層の子どもの学力向上を
図る。
○家庭学習の充実や帯学習の取組など、組織的な学力向上の取組を構築することを通して、基
礎基本の定着を図る。


